様式３
令和５年度特色ある学校づくり推進事業報告書

学校番号（４３）　学校名　　豊田市立平和小学校

１　テーマ

「ふるさと大好き！　平和小、大好き！」

～地域のよさに気づき、豊かな自然環境を大切にする子を育む体験学習や交流学習～
２　ねらい

・本校創立以来、学校北側に広がる「平和の森」において、子どもたちがその豊かな自然に浸り、心に響く体験をもとにした深い学びを展開する。

・生活科や総合的な学習の時間をはじめとする教科・領域、学校行事において身近な自然を継続的に活用することで、子どもたちに学校の里山として愛着をもたせる。

・地域学校共働本部の事業によって、本校学区に潜在する地域の方々の人的な力による支援を学校づくりに活かす。

・地域に学ぶことや小渡小学校との「都市と山間の教育交流」等を通して、この地域の良さを知り、将来にわたって地域に関わろうとする意欲を育む。
３　活動内容

（１）平和の森での体験活動
・理科の学習において、樹木の生長や花のつくりについて観察し、身近な植物に興味
をもったり、季節の変化を感じたりしながら学習を進めた。（４年生）

　　・特別活動や総合的な学習の時間に、学年のシンボルツリーの果実を収穫した。春から夏にかけて１・6年生が枇杷の実を収穫、秋には３・５年生が栗の実拾い、１２月には２・４年生がミカン、２月ハッサクの実を収穫し家庭へ持ち帰った。
（２）人とつながる・学びをつなげる活動
・心の相談員が児童にじっくり話を聞き、不安や困りごとを緩和し、友達との関わりをもつことが苦手な児童の橋渡しをした。

　　・図書館司書が図書館の整備や本への興味を高めるために、目標を立ててたくさんの本を読めるような掲示づくりや本選びで悩んでいる子どもへの声掛けを行った。

　　・児童が安全に過ごせるように、校内整備員と地域学校共働本部が協力し、学校の敷地内を整備した。また、観察池の整備にも尽力し、児童の活動が豊かになるように働きかけた。

　　

４　成果と課題

　・植物の生長を通して、季節を感じたり自然に親しみを感じたりしながら活動することができた。収穫体験が初めての児童にとって、手触りや香りなど、五感で自然の恵みを感じられる良い機会となった。保護者アンケートからも、「自然に触れる機会があるので良い」という声があがっているため、平和の森に関連した体験活動を増やしていけるようにしたい。
　・果実の収穫は天気やその年の気候にも左右されるため、時期の見定めが難しい。また、
法面で栽培していて、児童が活動するには足元が悪いため整備したい。
　・図書館司書の方が児童とのコミュニケーションを通して、おすすめの本や他分野の本
を紹介し、児童の読書の幅を広げることができた。あらすじやおすすめのポイントを
紹介しながら児童と関わる姿が印象的で、休み時間にはたくさんの児童が本を借りに
足を運んでいた。また、読書冊数の目標を達成した児童には達成賞としてカードが贈
られ、読書への意欲を高めている。
・心の相談員が児童に積極的に働きかけたことで、学校でリラックスして過ごせたり困
りごとを話したりしながら落ち着いて生活することができた。４月当初は登校に不安
をもち、教室に足がむかないことや泣いてしまうことがよくあるけれど、相談員が寄
り添うことで、今できることをがんばろうとする児童が多くいる。
　・校内整備員により、草刈や樹木の剪定を行ったことで、敷地内を安心安全に過ごすこ
とができ、児童が落ち着いて生活できた。また、観察池の整備にも尽力し、児童ボラ
ンティアを募りながら活動することで、児童の自主性が養われている。
５　保護者・地域への情報発信の取組実績
・平和の森で行われた学習や果実の収穫について、ホームページで記事にして紹介した。１２月、２月（予定）
　・保護者や地域には、平和の森での活動や、校内整備員が掃除した場所や剪定した場所、
法面の除草作業などについて学校だよりを通して発信し、学校を支えている人々や変
化を紹介した。


